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崎山直夫:水族館の水生植物展示

一新江ノ 島水族館の場合一

旧江の島水族館に 「緑のオアシス」という淡水の水草類をふん

だんに使った水槽があった。今で言う “癒しの効果"のようなも

のがあったのか，非常に人気のある水槽で・あった。このような水

草類は種類にもよるが比較的簡単に育成可能で一般家庭でも十

分楽しめる。今でも水草類は多くの水族館で展示されており，い

くつかの水族館で、家庭で、は扱えない大きな水槽を使って展示し人

気を集めている。しかし海にある海部 ・海草をふんだ、んに扱っ

ている水族館となるとそう多くはない。答えは簡単である。維持 ・

育成が難しいため，扱うことに消極的なのである。

しかし，アメリカのモン卜レー・ ベイ水族館での大型の海部ジャ

イアン卜ケルフ。を扱った展示をきっかけに，海部や海草などを積極

的に扱う水族館が鳩えてきた(荻野 2006)。これは海諜類を扱う

にあたっての育成技術 ・水槽設備が向上してきたことはもちろん，

水槽のっくりこみにおいて生態的，環境再現型の展示が主流になっ

てきていることも後押ししていると思われる。展示梢想、や計画の時

点で，水槽にはお客様の目を引く魚類のほかに，岩忠1:[みやサンゴ，

付着生物，水生他物など，主となる展示生物が生息する場所に存

在する様々なものが配置されているのである。ただし，海藻などの

育成技術が発達するのと共に「っくり物」の製作技術も進歩して

いるため，それらが施工のときに本物になるか偽物になるかは別問

題である。新江ノ島水族館では水槽により「本物」と「っくり物」

を使い分けて展示している。前者の展示を 2つ紹介する。

海中の森(岩間o水槽:江の島の南磯にも広がるアラメやカジ

メといった大型の海諜類の藻場を表現した展示(図 1)。海藻育成

には「光J，r水の動きJ，r栄養」 といった要素が重要であると考

えられている(荒井 2002)。建設にあたり，資料収集や予備実験，

他国館視察などを行い備えた。水槽上部にはいくつかのタイプの

照明が並び，背後にはピス トン式の造波装iEを目にすることがで

きる。擬岩聞には何らかの形で外から持ち込まれたいくつかの海

藻類が自生してきた。立ち上げ当初と比較するとうっそうとした雰

囲気が出てきたものの，主役としたいアラメやカジメの周年育成に

図 l 海中の森(岩礁)水槽

区12 アマモ水制

は至らず，いまだ諜題が残る発展途上の水槽である。

アマモ水梢 :三浦半島沿岸に見られるアマモ場を表現した展

示である(図 2)。本展示についても資料収集や育成実験を重ね，

同時にアマモ場再生技術の研究を行っていた鹿島技術研究所葉

山水域蹴境実験場や北里大学水産学部の協力も得て備えた(iJー|

木ら 2004)0!民示水槽には節子から育てたアマモ苗を中心に移植

した。移植以来，本水槽のアマモは栄枯盛衰を繰り返している。

自然界もそんなものだが，あまりに悲惨な状況は展示としては成り

立たない。しかし，アマモの場合，周年育成はクリアしており，今

はその質を求める段階で海部より一歩二歩進んで、いる。アマモの

問に見え隠れする生き物たちは非常に落ち着いており，アマモの

存在がプラスに働いていることがうかがえる。

海中の森の再現にはまだ及ばない。先にあげた 3つの要素など

これからも研究を重ね，他機関との情報交換も行い，少しずつで

も前進する展示をめざしたし込
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